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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月18日(2010.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像のRAWデータを格納する格納手段と、
　前記格納手段から時系列で読み出した所定数のフレームのRAWデータを現像して１フレ
ームの現像画像フレームを得る処理を前記動画像のRAWデータに順次適用して複数の現像
画像フレームを生成し、前記複数の現像画像フレームを圧縮符号化して現像画像データを
生成する現像手段と、
　前記現像画像データを構成する各現像画像フレームの生成に用いられた前記所定数のフ
レームのRAWデータの識別情報と、前記所定数のフレームのRAWデータそれぞれにエラーが
存在するか否かを表す品質情報とを、前記各現像画像フレームに重畳する重畳手段と、
　前記現像画像データを復号化して表示装置に出力するとともに、前記現像画像データを
構成する各現像画像フレームに重畳された前記所定数のフレームのRAWデータの識別情報
と前記品質情報とを抽出する画像処理手段と、
　前記画像処理手段が前記現像画像データを復号化して表示装置に出力している際に画像
印刷指示の入力を検出すると、前記現像画像データを構成する前記複数の現像画像フレー
ムのうち、前記画像印刷指示のタイミングに対応する現像画像フレームに重畳されていた
前記所定数のフレームのRAWデータの識別情報および前記品質情報を前記画像処理手段か
ら取得する取得手段と、
　前記取得手段が取得した前記所定数のフレームのRAWデータの識別情報から特定される
、前記所定数のフレームのRAWデータの中で、前記品質情報に基づいてエラーが存在しな
いと判別されるRAWデータのうち１フレームのRAWデータを、印刷用の画像データを生成す
るためのRAWデータとして決定する決定手段とを有し、
　前記現像手段は、さらに、前記決定手段が決定したRAWデータを現像して、前記画像印
刷指示に対する印刷用の画像データを生成することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記重畳手段が、前記各現像画像データの生成に用いられた前記所定数のフレームのRA
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Wデータの識別情報と前記品質情報とに加え、前記現像手段で前記各現像画像フレームの
生成に用いたアルゴリズムの識別情報を前記各現像画像フレームに重畳し、
　前記画像処理手段は、前記各現像画像フレームからさらに前記アルゴリズムの識別情報
を抽出し、
　前記取得手段は、前記画像印刷指示のタイミングに対応する現像画像フレームに重畳さ
れていた前記アルゴリズムの識別情報をさらに前記画像処理手段から取得し、
　前記決定手段は、
　前記取得手段が取得した前記所定数のフレームのRAWデータの識別情報から特定される
、前記所定数のフレームのRAWデータの中で、前記取得手段が取得した前記アルゴリズム
の識別情報に応じた１フレームのRAWデータを選択するとともに、前記品質情報を参照し
て当該選択したRAWデータにエラーが存在するかを判別し、
　前記選択したRAWデータにエラーが存在しない場合には、前記選択したRAWデータを前記
印刷用の画像データを生成するためのRAWデータとして決定し、前記選択したRAWデータに
エラーが存在する場合には、前記所定数のフレームのRAWデータの中で、前記選択したRAW
データとは別の、エラーの存在しないRAWデータを前記印刷用の画像データを生成するた
めのRAWデータとして決定することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記選択したRAWデータにエラーが存在する場合には、前記所定数の
フレームのRAWデータの中で、前記選択したRAWデータと時間的に近接した、エラーの存在
しないRAWデータを前記印刷用の画像データを生成するためのRAWデータとして決定するこ
とを特徴とする請求項２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記現像手段は前記印刷用の画像データを生成する際に、前記決定手段が決定したRAW
データを、印刷装置が再現可能な色空間に適合するように現像することを特徴とする請求
項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　動画像のRAWデータを格納する格納手段を有する画像処理装置の制御方法であって、
　現像手段が、前記格納手段から時系列で読み出した所定数のフレームのRAWデータを現
像して１フレームの現像画像フレームを得る処理を前記動画像のRAWデータに順次適用し
て複数の現像画像フレームを生成し、前記複数の現像画像フレームを圧縮符号化して現像
画像データを生成する現像ステップと、
　　重畳手段が、前記現像画像データを構成する各現像画像フレームの生成に用いられた
前記所定数のフレームのRAWデータの識別情報と、前記所定数のフレームのRAWデータそれ
ぞれにエラーが存在するか否かを表す品質情報とを、前記各現像画像フレームに重畳する
重畳ステップと、
　画像処理手段が、前記現像画像データを復号化して表示装置に出力するとともに、前記
現像画像データを構成する各現像画像フレームに重畳された前記所定数のフレームのRAW
データの識別情報と前記品質情報とを抽出する画像処理ステップと、
　前記画像処理手段が前記現像画像データを復号化して表示装置に出力している際に画像
印刷指示の入力を検出すると、前記現像画像データを構成する前記複数の現像画像フレー
ムのうち、前記画像処理ステップにおいて前記画像印刷指示のタイミングに対応する現像
画像フレームから抽出された前記所定数のフレームのRAWデータの識別情報および前記品
質情報を取得手段が取得する取得ステップと、
　決定手段が、前記取得ステップで取得された前記所定数のフレームのRAWデータの識別
情報から特定される、前記所定数のフレームのRAWデータの中で、前記品質情報に基づい
てエラーが存在しないと判別されるRAWデータのうち１フレームのRAWデータを、印刷用の
画像データを生成するためのRAWデータとして決定する決定ステップと、
　生成手段が、前記決定ステップで決定されたRAWデータを現像して、前記画像印刷指示
に対する印刷用の画像データを生成する生成ステップとを有することを特徴とする画像処
理装置の制御方法。
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【請求項６】
　コンピュータを、請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段
として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像処理装置およびその制御方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置およびその制御方法に関し、特には動画像から静止画を印刷す
るための画像データを生成するための画像処理装置およびその制御方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明はこのような従来技術の課題に鑑みてなされたものであり、動画像から静止画を
印刷する際に、印刷に適した画像データを生成可能な画像処理装置およびその制御方法を
提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上述の目的は、動画像のRAWデータを格納する格納手段と、格納手段から時系列で読み
出した所定数のフレームのRAWデータを現像して１フレームの現像画像フレームを得る処
理を動画像のRAWデータに順次適用して複数の現像画像フレームを生成し、複数の現像画
像フレームを圧縮符号化して現像画像データを生成する現像手段と、現像画像データを構
成する各現像画像フレームの生成に用いられた所定数のフレームのRAWデータの識別情報
と、所定数のフレームのRAWデータそれぞれにエラーが存在するか否かを表す品質情報と
を、各現像画像フレームに重畳する重畳手段と、現像画像データを復号化して表示装置に
出力するとともに、現像画像データを構成する各現像画像フレームに重畳された所定数の
フレームのRAWデータの識別情報と品質情報とを抽出する画像処理手段と、画像処理手段
が現像画像データを復号化して表示装置に出力している際に画像印刷指示の入力を検出す
ると、現像画像データを構成する複数の現像画像フレームのうち、画像印刷指示のタイミ
ングに対応する現像画像フレームに重畳されていた所定数のフレームのRAWデータの識別
情報および品質情報を画像処理手段から取得する取得手段と、取得手段が取得した所定数
のフレームのRAWデータの識別情報から特定される、所定数のフレームのRAWデータの中で
、品質情報に基づいてエラーが存在しないと判別されるRAWデータのうち１フレームのRAW
データを、印刷用の画像データを生成するためのRAWデータとして決定する決定手段とを
有し、現像手段は、さらに、決定手段が決定したRAWデータを現像して、画像印刷指示に
対する印刷用の画像データを生成することを特徴とする画像処理装置によって達成される
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、上述の目的は、動画像のRAWデータを格納する格納手段を有する画像処理装置の
制御方法であって、現像手段が、格納手段から時系列で読み出した所定数のフレームのRA
Wデータを現像して１フレームの現像画像フレームを得る処理を動画像のRAWデータに順次
適用して複数の現像画像フレームを生成し、複数の現像画像フレームを圧縮符号化して現
像画像データを生成する現像ステップと、　重畳手段が、現像画像データを構成する各現
像画像フレームの生成に用いられた所定数のフレームのRAWデータの識別情報と、所定数
のフレームのRAWデータそれぞれにエラーが存在するか否かを表す品質情報とを、各現像
画像フレームに重畳する重畳ステップと、画像処理手段が、現像画像データを復号化して
表示装置に出力するとともに、現像画像データを構成する各現像画像フレームに重畳され
た所定数のフレームのRAWデータの識別情報と品質情報とを抽出する画像処理ステップと
、画像処理手段が現像画像データを復号化して表示装置に出力している際に画像印刷指示
の入力を検出すると、現像画像データを構成する複数の現像画像フレームのうち、画像処
理ステップにおいて画像印刷指示のタイミングに対応する現像画像フレームから抽出され
た所定数のフレームのRAWデータの識別情報および品質情報を取得手段が取得する取得ス
テップと、決定手段が、取得ステップで取得された所定数のフレームのRAWデータの識別
情報から特定される、所定数のフレームのRAWデータの中で、品質情報に基づいてエラー
が存在しないと判別されるRAWデータのうち１フレームのRAWデータを、印刷用の画像デー
タを生成するためのRAWデータとして決定する決定ステップと、生成手段が、決定ステッ
プで決定されたRAWデータを現像して、画像印刷指示に対する印刷用の画像データを生成
する生成ステップとを有することを特徴とする画像処理装置の制御方法によっても達成さ
れる。


	header
	written-amendment

